
2016年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL24816B12）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ニカラグア D235 自動車整備 個別 交替
2代目 2年 ・2017/1 ・2017/3

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

外務省

2）配属機関名（日本語）

ドン・ボスコ青年センター
NGO

3）任地（ マナグア県マナグア市 ） JICA事務所の所在地（ マナグア市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 0.5 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

1958年に設立された教会系非営利団体Don Boscoが運営する職業訓練校。自動車整備科、機械科、コンピュータ科、服
飾科等の職業訓練コースを有している。全校の教員数19名、生徒数461名。自動車整備コースは2年制で、現在は教員
数2名、生徒数78名。2008年に建設された大規模な自動車修理工場は、現在はAUDI販売店と提携した整備工場として機
能している。他にも施設内に野球、サッカー、ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙなどのｸﾞﾗｳﾝﾄﾞを有する。スペインからの援助を中心に全体
の年間予算は86万米ドル。勤務時間は平日7:30～17:00。2016年6月まで前任者のｼﾆｱ海外ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱが活動した。

【要請概要】
1）要請理由・背景

当国では最新の技術を搭載する自動車(特に日本車、韓国車)の数が急増しているものの、それらを整備できる人材が少
ないため、最新技術について指導できる人材確保が急務となっている。同配属先の2名の教員のうち、1名は機械系統、
もう1名は電気系統の専門。2名とも一般的な自動車整備の経験はあるが、電子制御等の最新技術についての知識・経験
が乏しいため、この分野を中心とした自動車整備全般の知見を有した人材から最新の知識を学び、実践することを目的
に本要請に至った。上述のSVはこれまで自動車整備に関する知識の共有や指導方法の改善、5S等の活動を行っており、
今後はそれらの活動を継続するとともに、最新技術に関するさらなる知識の共有や授業内容の向上等の活動が期待され
ている。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

カウンターパートとともに以下の活動を行う。
1. 毎週の教員会議での技術指導/情報共有(特に駆動系、電子制御、ガソリン・ディーゼルエンジン等に関する知識)
2. 教員/生徒向けの講習会実施(日本の最新技術、故障予防メンテナンス、駆動系メンテナンス/修理、ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ、テス
ター使用法等)
3. コースカリキュラム改善に関する助言
4. 現場での5S活動の導入
5. 可能であれば、授業観察を通しての教員への指導方法に関する助言

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

一般整備用工具一式、実習用車両(2000年式現代ｿﾅﾀ、2000年式ﾄﾖﾀﾀｰｾﾙ、2000年式日産ﾊﾟﾄﾛｰﾙ)、実習用エンジン(ﾎﾝﾀﾞ、
ｼﾎﾞﾚｰ、VOLVO)、実習用変速機等

4）配属先同僚及び活動対象者

・責任者:教育コーディネーター(40代男性、経験年数20年)

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


・C/P①:教員(40代男性、1年次担当教員、経験年数16年)
・C/P②:教員(50代男性、2年次担当教員、経験年数25年)
・全学科教員数19名
・全学科生徒数461名(15～25歳)

5）活動使用言語

スペイン語

6）生活使用言語

スペイン語

7）選考指定言語

【資格条件等】
[免許]：（2級整備士（G・D））

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（実務経験）2年以上　備考：業務遂行上必須

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（サバナ気候）　気温：（25～35℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
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